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尿路感染症 に対す るT-3262の 臨床 的検討

嶋 本 司 ・井 上 明 道9宮 川 征 男

鳥取大学医学部泌尿器科学教室*

新規な ニューキ ノロン誘導体 であ るT-3262を 尿路感染症患者17名 に投与(150～450mg/日)

し,有 効性 と安 全性 を検討 した。

1)UTI薬 効評価基準 に よる 総合 有 効率は,単 純性尿路感染症3例 中3例(100%),複 雑性尿

路感染症12例 中5例(42%)で あった。

2)細 菌学的効果は,単 純性尿路感染症 で5株 全部 が消失 し,複 雑性 尿 路感染症24株 中15株

が消失 した。

3)17例 全症例について副作用は認め られなかった。
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最近,新 しい キノロンカルボ ン酸系抗菌剤の開発が相

次いでいる。今回,わ れわれは,富 山化学工業(株)よ り

そのひ とつであるT-3262の 提 供を受け,尿 路感染症に

使用する機 会を得たので,そ の臨 床効果 につい て報告す

る。

I.方 法

1.対 象お よび方法

対象症例は,1986年11月 より1987年3月 までに鳥

取大学医学部泌尿器科 で治療を受けた外来患者14名 及

び入院患者3名 で,男 子7名,女 子10名 の計17名 で

ある。疾患別内訳 は,急 性単純性膀胱炎5例,慢 性複雑

性膀胱炎9例,慢 性複雑性腎盂腎炎3例 であった(Ta-

ble 1,2)。 複雑性尿路感染症においては12例 の うち カ

テーテル留置例が5例,混 合感染例が7例,基 礎疾患 に

悪性腫瘍 を有す るもの4例 と重症例が多か った。

T-3262の 投与方法は,単 純性尿路感染症に対 しては

1回1錠(75mg),1日2回 朝夕食後投与 とし,投 与期

間は3日 間 であった。複雑性 尿路感染症に対 しては1回

1錠(150mg),1日3回 食後投与 と し,投 与期 間は5

日間であった。なお,試 験 の実施 にあた り,あ らか じめ

患 者の同意 を得た。

2.効 果判定

臨床効果 の 判定は,UTI薬 効 評 価 基 準 第3版 に よ

り1),総合臨床効果お よび 細菌 学的効果 の 判定 を行 うと

ともに,主 治医判定お よび副作用 の検討 も行 った。

II.成 績

1.総 合臨床効果

単純性尿路感染症5例 の うち,UTI基 準 に したが い

評価 できたのは3例 であ り,膿 尿 に対す る効果 は全例正

常化 で,細 菌尿に 対す る 効果 では,全 例陰性化であっ

た。 この結果 よ り総合臨床効果は,著 効3例 であ り有効

率 は100%で あ った(Table 3)。

UTI基 準外の症例を含めた5例 の 主治医判定による

臨床効果 は,著 効3例,有 効2例 であった。

複雑性尿路感染症12例 をUTI基 準に したがって評

価す る と,膿 尿 に対す る効果 は,正 常化2例(17%),不

変10例(83%)で あ った。細菌尿についてみると,陰

性化3例(25%),減 少1例(8%),菌 交代1例(8%),

不 変7例(58%)で あ った。 これ によ り,総 合臨床効果

は著効1例,有 効4例,無 効7例 で有効率42%で あっ

た(Table 4)。

主治医判定 による臨床効果 は,有 効5例,や や有効2

例,無 効5例 で有効率42%で あった。

2.細 菌学的効果

単純性尿路感染症 では,投 与前 に分離 されたEscheri

chia coli 3株, Staphylococcus epidermidis 1 株および

Staphylococcus hominis  1株 は 薬剤投与後すべて消失

し,消 失率は100%で あ った。投与後新たに出現 した分

離菌は, Pseudomonas cepacia 1 株 お よびFlavobac-

terium meningosepticum  1株 の2株 で あ った。

複雑性尿路感染症では,分 離 された菌株は24株 であ

り, S. epidermidis, Serratia marcescens が 各3株,

Alcaligenes faecalis, Morganella morganii, Providen-

cia rettgeri, Klebsiella pneumoniae が 各2株,Coryne-

bacterium xerosis, Pseudomonas sp., Klebsiella ozae-

nae, Alcaligenes xylosoxidans, Staphylococcus aureus,

F. meningosepticum, Moraxella sp., E. coli, Alcali-

genes sp., Flay obacteriunz sp. が 各 々1株 で あ った。24
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Table 3. Overall clinical efficacy of T-3262 in uncomplicated UTI

Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI
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Table 5. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

* Regardless of b
acterial count

Table 6. Strains appearing after T-3262 treatment

in complicated UTI

*Regardle
ss of bacterial count

株 中投与後 消失 した株 数 は15株 で,消 失 率 は63%で あ

った。M.morganiiは2株 中1株 消 失 し,S.marcescens,

P.rettgeri, K.ozaenae , E.coli,Alcaligenes sp.は 全 株

存続 した(Table5)。 な お,投 与 後 出現 菌 と して ,P.

cepacia 3株,Flavobacterium sp .2株,Staphyloco-

ccus haemolyticus , S.hominis, Candida Parapsilosis

各1株 の計8株 が 認 め られ た(Table6)。

3.副 作 用

T-3262を 投 与 した17例 につ い て検 討 した と ころ
,

臨床 症状 お よび 臨床 検 査 値 へ の影 響 につ い ては 特 記 す べ

きものは認 め られ なか った(Table7)。

III.考 察

T-3262は 新 キ ノ ロ ンカル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 で
,従 来 の

同系抗菌 剤 に比 べ て,グ ラ ム陽 性菌 を は じめ 陰 性 菌
,嫌

気性 菌 に対 し広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トラム を有 し
,強 い抗

菌 力を示 す こ とが認 め られ て い る2)。

今回,わ れわれは単純 性尿路感染症5例,複 雑 性尿路

感染症12例 に本剤 を使用 し,UTI薬 効評価基準 に基 づ

いて有効性を検討 した。総合臨床効果 は,単 純性尿路感

染症3例 で 有効 率100%と 満足すべ き 結果がえ られた

が,複 雑性尿路感染症12例 で は 有効率42%で あ っ

た。T-3262の 新薬 シ ンポ ジウムにおけ る複雑性尿路感

染症 の有効率 は75.1%と 報告 されてい る2)。著者 らの

有効率は これ らに比べ少 し低か ったが,こ れ は基礎疾患

に転移性腫瘍 を含めた尿路悪性腫瘍が 多か ったこ と,カ

テーテル留置例が多かったこ と,さ らに混合感染例が多

か った ことが考 え られ た。

細菌学的効果 としては,単 純性尿路感染症 では5株 全

部,複 雑性 尿路感染症 では24株 中15株 が 消失 し,9

株 が残存 した。 これ らの結果は対象12例 の大部分が5

例 のカテーテル留置例を含む,と くに難治な基礎疾患を

有 していた症例であ った ことを考える と,決 して弱い有

効率ではない と考え られた。

副作用についてみ ると,全 例に 自他覚的 に何 ら認め ら

れず,高 い安全性 が確認 され た。

以上 の結果 より,T-3262は 優れた臨床効果 をもち,

安 全に使用す るこ とが でき,尿 路感染症 に有用な薬剤 で

ある と考 えられた。
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T-3262 IN URINARY TRACT INFECTIONS

TSUKASA SHIMAMOTO, AKEMICHI INOUE and IKUO MIYAGAWA

Department of Urology, School of Medicine, Tottori University

36-1, Nishi-machi, Yonago 683, Japan

T-3262, a newly developed new quinolone, was administered to 17 patients with urinary tract
infection (UTI) at a daily dose of 150-450 mg, and its clinical efficacy and safety were evaluated.

1) The clinical efficacy rate according to assessment by the Japanese UTI Committee criteria was
100% in 3 cases of uncomplicated UTI, and 42% in 12 cases of complicated UTI.

2) Bacteriologically, all of 5 strains isolated from uncomplicated UTI, and 15 of 24 strains isolated
from complicated UTI were eradicated. The eradication rate in complicated UTI was 63%.

3) No side effect was observed in any of the 17 cases.


